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「
公
法
解
釈
に
お
け
る
法
規
範
の
相
互
関
係
」
と
い
う
学
会
の
全
体
テ
ー
マ
の
う
ち
、
本
報
告
は
、
行
政
法
（
解
釈
）
と
憲
法
（
解

釈
）
の
相
互
関
係
を
取
り
あ
げ
る
。
古
典
的
な
が
ら
、
今
な
お
議
論
の
尽
き
な
い
問
い
で
あ
り
、
全
体
像
も
捉
え
に
く
い
。
本
報
告
は
、

全
体
構
図
の
な
か
に
各
論
点
を
位
置
付
け
る
と
い
う
フ
レ
ー
ム
ワ
ー
ク
作
り
を

H
指
し
た
い
。

そ
の
際
、
行
政
法
学
と
憲
法
学
の
間
で
、
ょ
同
じ
問
題
を
異
な
る
言
葉
で
語
り
、
異
な
る
問
題
を
似
通
っ
た
言
葉
で
議
論
す
る
ク
と

い
う
現
象
が
あ
る
の
で
、
で
き
る
だ
け
の
架
橋
を
試
み
る
。
ま
た
、
行
政
法
と
憲
法
を
シ
ー
ム
レ
ス
に
用
い
て
事
件
処
理
を
す
る
裁
判

実
務
を
議
論
の
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
と
し
、
そ
こ
に
お
け
る
両
者
の
相
互
関
係
を
考
察
対
象
と
す
る
。

以
下
で
は
、
ま
ず
用
語
の
定
義
を
示
す
三
）
。
続
い
て
、
行
政
法
に
お
け
る
解
釈
と
裁
量
（
三
）
、
行
政
法
に
対
す
る
憲
法
の
三
つ

の
立
ち
位
置
（
四
）
、
憲
法
に
お
け
る
解
釈
と
裁
量
（
五
）
を
述
べ
る
。

は

じ

め

に

行
政
法
解
釈
と
憲
法
・
憲
法
解
釈

《
研
究
報
告
》

中

川

丈

久
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政
策
規
範
と
普
遍
規
範

本
報
告
で
は
、
法
令
（
憲
法
を
除
く
制
定
法
）
の
分
類
方
法
と
し
て
、
民
事
法
・
刑
事
法
・
行
政
法
と
い
う
よ
く
知
ら
れ
た
三
分
類

の
ほ
か
に
、
「
政
策
規
範
・
普
遍
規
範
」
と
い
う
区
分
を
用
い
る
こ
と
と
し
た
い
。

す
な
わ
ち
、
具
体
的
な
政
策
課
題
の
解
決
を
目
的
と
す
る
法
令
を
「
政
策
型
立
法
」
と
呼
び
、
そ
れ
が
定
め
る
規
範
を
「
政
策
規

範
」
と
呼
ぶ
こ
と
に
す
る
。
数
的
に
は
法
令
の
大
半
が
政
策
型
立
法
で
あ
り
、
競
争
法
、
消
費
者
法
、
金
融
法
、
知
財
法
、
労
働
法
、

環
境
法
、
都
市
法
な
ど
と
い
う
よ
う
に
政
策
目
的
に
よ
っ
て
分
類
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
社
会
に
長
年
定
着
し
て
い
る
規
範

を
「
普
遍
規
範
」
と
呼
び
、
そ
れ
を
明
定
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
法
令
を
「
普
遍
型
立
法
」
と
呼
ぶ
こ
と
に
す
る
。
民
法
典
に
お
け

る
不
法
行
為
法
や
契
約
法
、
物
権
法
、
家
族
法
な
ど
の
う
ち
の
基
本
的
な
条
文
（
い
わ
ゆ
る
市
民
法
）
、
刑
法
典
に
お
け
る
殺
人
罪
や
詐

欺
罪
等
の
基
本
的
な
罪
（
い
わ
ゆ
る
自
然
犯
）
、
商
法
典
に
お
け
る
商
行
為
法
の
基
本
的
な
部
分
（
同
法
一
条
一
一
項
の
商
慣
習
と
つ
な
が
る

部
分
）
な
ど
が
普
遍
規
範
で
あ
る
。
各
法
典
の
普
遍
規
範
は
、
市
民
法
や
自
然
犯
、
商
慣
習
と
い
っ
た
枠
を
越
え
て
、
政
策
的
課
題
の

処
理
に
も
動
員
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
そ
の
限
界
ゆ
え
に
、
政
策
型
立
法
が
増
え
続
け
る
が
、
政
策
型
立
法
が
政
策
課
題
を
解
決
し
な

い
と
再
び
、
各
法
典
に
負
荷
が
か
か
る
。

政
策
規
範
は
、
新
た
な
規
範
（
新
規
の
秩
序
）
で
あ
り
、
普
遍
規
範
は
、
す
で
に
あ
る
規
範
（
既
存
の
秩
序
）
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
、

法
令
の
根
拠
の
要
否
の
ほ
か
、
規
範
構
造
も
異
な
る
（
表
を
参
照
）
。
行
政
法
は
政
策
規
範
の
形
し
か
と
ら
な
い
。

ー

本
報
告
で
の
用
語
法
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普遍規範 ・事件処理の基準（実体法）

・事件処理の手順（手続法）

政策規範 ・政策目的

・政策手段（施策・実効性確保・情報収集の三つのモジュール

〔機能〕から成るプログラム構造であり、各モジュールが実体

法と手続法で構成される）

法
解
釈
・
法
的
判
断
・
非
法
的
判
断

本
報
告
で
「
法
解
釈
」
と
は
、
司
法
裁
判
所
に
よ
る
憲
法
解
釈
及
び
法
令
解
釈
（
法
律
・
自
主
条
例
・
委

任
立
法
の
解
釈
の
総
称
）
を
指
す
。
ま
た
、
憲
法
や
法
令
の
文
言
（
以
下
、
「
法
文
」
と
も
い
う
）
の
意
味
を
、

（
定
義
、
②
該
当
・
非
該
当
の
判
定
方
法
（
考
慮
義
務
要
素
と
考
慮
禁
止
要
素
）
‘
③
典
型
例
（
必
ず
該
当
す
る

積
極
例
と
決
し
て
該
当
し
な
い
消
極
例
）
と
い
う
三
つ
の
う
ち
、
い
ず
れ
か
―
つ
以
上
を
用
い
て
示
す
こ
と
で

あ
る
と
定
義
し
て
お
く
。
考
慮
義
務
要
素
と
は
、
当
該
文
言
の
該
当
性
を
判
定
す
る
に
あ
た
り
根
拠
に
し
な

く
て
は
な
ら
な
い
事
柄
を
、
考
慮
禁
止
要
素
と
は
、
根
拠
に
な
り
え
な
い
無
関
係
の
事
柄
を
指
す
。

た
と
え
ば
、
貸
金
業
法
の
「
役
員
」
と
い
う
文
言
の
解
釈
は
、

l
そ
の
定
義
を
示
す
（
「
経
営
責
任
を
負
う

者
で
あ
る
」
な
ど
）
、
②
そ
の
該
当
性
を
判
定
す
る
た
め
の
考
慮
義
務
要
素
と
考
慮
禁
止
要
素
を
示
す
（
「
命

令
系
統
上
の
地
位
を
考
慮
す
る
が
、
役
職
名
や
報
酬
形
態
は
関
係
し
な
い
」
な
ど
）
‘
③
積
極
例
又
は
消
極
例
を
示

す
（
「
代
表
取
締
役
は
役
員
に
あ
た
る
が
、
監
査
役
は
あ
た
ら
な
い
」
な
ど
）
の
い
ず
れ
か
で
あ
る
。

法
的
三
段
論
法
は
、
こ
う
し
た
法
の
「
解
釈
」
を
、
「
事
実
」
に
「
適
用
」
す
る
こ
と
で
結
論
を
得
る

（
結
論
を
正
当
化
す
る
）
と
い
う
推
論
の
方
法
で
あ
る
。
事
実
と
は
、
証
拠
で
存
否
を
認
定
す
る
具
体
的
事
実

の
こ
と
で
あ
り
、
適
用
と
は
、
法
解
釈
（
定
義
・
判
定
方
法
・
典
型
例
）
か
ら
み
て
必
要
な
（
r
e
l
e
v
a
n
t
)
具

体
的
事
実
が
揃
っ
て
い
る
か
否
か
を
決
め
る
こ
と
で
あ
る
。
定
義
を
充
足
す
る
具
体
的
事
実
群
や
、
典
型
例

で
あ
る
こ
と
を
示
す
具
体
的
事
実
群
が
揃
っ
て
い
る
か
を
決
め
た
り
、
考
慮
義
務
要
素
に
あ
た
る
具
体
的
事

実
群
を
用
い
て
判
定
方
法
を
実
施
し
た
り
す
る
こ
と
が
、
法
適
用
の
姿
で
あ
る
。

本
報
告
で
は
、
法
的
三
段
論
法
に
限
ら
ず
、
お
よ
そ
、
法
解
釈
か
ら
演
緑
的
に
結
論
を
導
く
（
法
解
釈
で

結
論
を
正
当
化
す
る
）
推
論
の
一
切
を
、
「
法
的
判
断
」
と
呼
ぶ
こ
と
と
し
た
い
。
た
と
え
ば
、
法
律
が
一
年

2
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第
二
に
、
文
理
解
釈
以
外
の
方
法
、
と
り
わ
け
趣
旨

H
的
解
釈
と
上
位
法
適
合
解
釈
は
、
明
文
か
ら
離
れ
た
解
釈
で
あ
っ
て
も
正
当

る
」
と
い
う
よ
う
に
で
あ
る
。

以
内
の
停
職
処
分
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
定
め
て
い
る
場
合
に
、
二
年
の
停
職
処
分
を
す
る
こ
と
は
違
法
で
あ
る
。
こ
の
推
論
は
法

的
一
孟
一
段
論
法
で
は
な
い
が
、
法
解
釈
に
先
導
さ
れ
て
い
る
の
で
、
法
的
判
断
の
例
で
あ
る
。

法
的
判
断
以
外
の
推
論
の
仕
方
を
、
ま
と
め
て
「
非
法
的
判
断
」
と
呼
ぶ
こ
と
に
す
る
。
た
と
え
ば
原
発
の
安
全
設
計
や
、
道
路
建

設
の
ル
ー
ト
設
定
を
、
原
子
炉
事
故
や
交
通
渋
滞
の
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
、
関
係
者
（
ス
テ
ー
ク
ホ
ー
ル
ダ
ー
）

の
意
向
な
ど
に
よ
っ

行
政
法
の
解
釈
方
法

(

l

)

法
令
解
釈
の
方
法

行
政
法
分
野
の
法
令
解
釈
の
方
法
に
つ
い
て
、
私
は
次
の
表
に
示
す
四
分
類
（
文
理
・
趣
旨
目
的
・
立
法
過
程
史
・
上
位
法
適
合
）
を

提
案
し
て
い
る
。
こ
れ
は
、
解
釈
の
正
当
性
の
淵
源
と
し
て
な
に
に
着
目
す
る
か
に
よ
る
分
類
で
あ
る
。
こ
の
分
類
を
す
る
こ
と
に
よ

り
、
判
決
理
由
が
ど
の
よ
う
な
解
釈
論
上
の
技
巧
を
用
い
て
そ
の
解
釈
を
導
い
た
の
か
を
可
視
化
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

記
し
て
お
き
た
い
。

第
一
に
、
①
文
理
↓
②
趣
旨
目
的
（
①
↓
②
↓
③
↓
④
）
↓
③
立
法
過
程
史
の
順
に
検
討
す
る
の
が
自
然
で
あ
り
（
む
ろ
ん
順
序
に
こ

だ
わ
る
必
要
は
な
い
し
、
適
宜
飛
ば
し
て
も
よ
い
）
、
そ
こ
で
得
ら
れ
た
解
釈
を
ふ
ま
え
て
、
必
要
に
応
じ
て
、
④
上
位
法
適
合
解
釈
を
行

う
。
複
数
の
方
法
の
併
せ
技
と
い
う
こ
と
も
あ
る
。
「
文
理
及
び
趣
旨

H
的
か
ら
…
…
と
解
さ
れ
、
そ
う
解
さ
れ
る
限
り
合
憲
で
あ

ー

行
政
法
に
お
け
る
解
釈
と
裁
量

て
決
め
る
（
正
当
化
す
る
）
こ
と
で
あ
る
。

い
く
つ
か
注
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法令解釈の方法 解釈の着眼点（＝正当性の淵源）

(1)文理解釈 条文の国語的理解

(2)趣旨H的解釈 当該法制度の存在理由（趣旨目的）

①法理解釈 当該制度について法律コミュニティが共有する信

念（適正手続、比例原則、不法動機に支配された

権限行使の禁止、権利特権の区別、利益なくして

訴えなし等）

②仕組み解釈 政策規範における施策・実効性確保・情報収集の

各機能

③経済分析解釈 人の行動原理に関する経済学上の理解

④社会通念・行政需要解釈 社会通念に照らして正当化できる行政需要

(3)立法過程史解釈 国会審議・審議会・検討会の議論や、そうした議

論の不存在（長年の行政解釈の容認）

(4)上位法適合解釈 上位法への適合性

憲法適合解釈 法令・条規の憲法適合性

法律適合解釈 自主条例の法律適合性

委任適合解釈 委任立法の委任の範囲趣旨への適合性

あ
れ
ば

ン
グ
し
て
い
る
。
次
の
共
通
構
造
が
見
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

私
は
、
三
種
の
法
令
解
釈
（
法
令
条
規
の
憲
法
適
合
解
釈
、
自
主
条

範
間
の
上
下
と
い
う
意
味
で
あ
る
。
上
位
法
適
合
解
釈
と
し
て
、

化
し
う
る
テ
ク
ニ
ッ
ク
で
あ
る
。
明
文
(

1

1

文
理
）
の
一
部
を
削

除
し
た
り
、
変
更
し
た
り
す
る
解
釈
の
ほ
か
、
明
文
に
な
い
法
制

度
を
付
加
す
る
解
釈
さ
え
も
行
わ
れ
る
。
明
文
な
き
職
権
取
消
し

や
撤
回
の
権
限
、
建
築
確
認
留
保
の
特
例
、
新
た
な
免
訴
事
由
、

上
位
法
適
合
解
釈

こ
の
四
種
の
う
ち
、
本
報
告
の
テ
ー
マ
に
最
も
緊
密
に
関
連
す

る
解
釈
方
法
が
、
上
位
法
適
合
解
釈
で
あ
る
。
上
位
法
と
は
、
規

例
の
法
律
適
合
解
釈
、
委
任
立
法
の
委
任
適
合
解
釈
）
を
グ
ル
ー
ピ

〔
ア
〕
上
位
法
適
合
性
を
判
定
す
る
（
憲
法
適
合
審
杏
〔
違
憲
審

査
〕
・
法
律
適
合
審
査
〔
「
法
律
と
条
例
」
の
審
査
〕
・
委
任
適

合
審
査
〔
「
委
任
の
範
囲
趣
旨
」
の
審
査
〕
）
。
も
し
不
適
合
で

〔
イ
〕
修
整
解
釈
（
不
適
合
を
解
消
さ
せ
た
憲
法
適
合
解
釈
・
法
律
適

(

2

)

 

性
の
認
め
ら
れ
る
限
り
の
）
と
呼
ば
れ
て
き
た
現
象
で
あ
る
。

れ
ら
は
、
法
解
釈
の
創
造
性
（
司
法
立
法
に
至
ら
な
い
範
囲
、
正
当

明
文
な
き
適
正
手
続
な
ど
を
追
加
す
る
最
高
裁
判
決
が
あ
る
。
こ
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合
解
釈
・
委
任
適
合
解
釈
）
を
示
す
、
又
は
修
整
立
法
の
機
会
を
設
け
る
た
め
の
差
戻
機
能
を
期
待
で
き
る
事
件
処
理
を
す
る
。

修
整
解
釈
は
、
文
理
、
趣
旨
目
的
、
立
法
過
程
史
か
ら
得
ら
れ
る
解
釈
（
法
文
の
定
義
・
判
定
方
法
・
典
型
例
）
に
、
上
位
法
と
の
制

齢
を
解
消
す
る
た
め
の
削
除
や
付
加
そ
の
他
の
変
更
を
加
え
た
も
の
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、
高
知
市
普
通
河
川
条
例
事
件
（
最
判
昭
和

五
三
年
―
二
月
ニ
―
日
民
集
―
―
―
―
一
巻
九
号
一
七
二
三
頁
）
は
、
〔
ア
〕
河
川
施
設
の
所
有
者
の
同
意
を
求
め
な
い
条
例
の
規
定
が
、
河
川
法

に
反
す
る
と
判
定
し
、
〔
イ
〕
「
河
川
法
の
趣
旨
に
即
し
こ
れ
と
調
和
し
う
る
よ
う
本
件
条
例
の
右
規
定
を
解
釈
す
れ
ば
」
と
し
て
、

「
堤
防
、
護
岸
…
…
等
の
施
設
」
と
だ
け
定
め
る
条
例
の
文
言
を
、
「
当
該
施
設
を
管
理
す
る
者
の
同
意
を
得
た
も
の
を
い
う
も
の
と
解

す
る
の
が
相
当
」
と
限
定
す
る
修
整
解
釈
を
示
し
た
。
そ
し
て
、
こ
の
法
解
釈
を
も
と
に
し
て
（
つ
ま
り
同
意
の
有
無
の
事
実
認
定
を

行
っ
た
う
え
で
）
、
除
却
命
令
処
分
が
違
法
か
ど
う
か
を
審
理
せ
よ
と
い
う
事
件
処
理
を
行
っ
た
。

他
方
で
、
裁
判
所
が
一
義
的
な
修
整
解
釈
を
導
け
な
い
場
合
は
、
立
法
権
限
を
も
つ
国
会
（
法
律
）
・
地
方
公
共
団
体
（
自
主
条
例
）
．

行
政
機
関
（
委
任
立
法
）
が
修
整
を
行
う
機
会
を
設
け
る
た
め
の
差
戻
し
と
い
う
機
能
が
期
待
で
き
る
事
件
処
理
を
工
夫
す
る
必
要
が

あ
る
（
以
下
、
「
差
戻
的
事
件
処
理
」
と
呼
ぶ
）
。

た
と
え
ば
、
銃
刀
法
刀
剣
登
録
事
件
（
最
判
平
成
二
年
二
月
一
日
民
集
四
四
巻
二
号
三
六
九
頁
）
の
反
対
意
見
を
考
え
る
と
、
〔
ア
〕
登

録
対
象
を
日
本
刀
に
限
る
登
録
規
則
（
委
任
立
法
）
は
外
国
刀
剣
を
含
め
て
い
な
い
点
で
銃
刀
法
の
委
任
規
定
に
違
反
す
る
が
、

〔
イ
〕
外
国
刀
剣
の
鑑
定
基
準
が
ど
の
よ
う
な
も
の
と
な
る
べ
き
か
、
そ
の
基
準
の
も
と
で
原
告
の
サ
ー
ベ
ル
が
登
録
さ
れ
る
べ
き
か
、

裁
判
所
に
不
明
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
登
録
拒
否
処
分
の
取
消
判
決
を
し
て
お
け
ば
、
取
消
判
決
の
効
果
と
し
て
、
行
政
機
関
は
登
録
規

則
を
定
め
直
す
の
で
、
原
告
は
そ
の
も
と
で
登
録
審
査
を
受
け
直
す
こ
と
が
で
き
る
。
こ
れ
が
差
戻
的
事
件
処
理
で
あ
る
。

な
お
、
刑
事
事
件
に
お
い
て
、
違
憲
と
判
定
し
た
法
令
の
修
整
解
釈
が
一
義
的
に
決
ま
ら
な
い
場
合
は
、
構
成
要
件
が
不
明
だ
か
ら
、

被
告
人
を
無
罪
と
す
る
ほ
か
な
い
。
判
決
を
受
け
て
立
法
機
関
が
修
整
立
法
を
す
る
こ
と
が
あ
っ
て
も
、
事
後
法
で
あ
る
か
ら
当
該
被

告
人
に
適
用
は
な
い
が
、
修
整
立
法
が
期
待
で
き
る
と
い
う
点
で
、
こ
の
無
罪
判
決
も
差
戻
的
事
件
処
理
の
一
形
態
で
あ
る
。
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解
釈
と
裁
量
の
関
係

行
政
裁
量
の
存
在
理
由

民
事
法
や
刑
事
法
の
解
釈
に
は
な
く
、
行
政
法
の
解
釈
に
だ
け
見
ら
れ
る
大
き
な
特
徴
が
、
行
政
裁
量
の
存
在
で
あ
る
。

、
、

し
く
つ
カ

第
一
に
、
行
政
裁
量
が
認
め
ら
れ
る
余
地
が
あ
る
の
は
、
法
令
が
行
政
機
関
に
権
限
（
行
政
処
分
、
委
任
立
法
、
計
画
決
定
、
勧
告
、

入
札
指
名
、
職
務
命
令
等
）
を
付
与
す
る
条
文
に
つ
い
て
で
あ
る
。

第
二
に
、
そ
の
よ
う
な
権
限
を
与
え
る
条
文
を
解
釈
す
る
過
程
で
、
裁
判
所
が
、
法
文
の
定
義
の
一
部
、
判
定
方
法
の
一
部
、
そ
し

て
非
典
型
事
例
の
振
り
分
け
の
全
部
な
い
し
一
部
が
非
法
的
判
断
に
委
ね
ら
れ
て
い
る
と
解
す
る
と
き
、
そ
の
箇
所
が
行
政
機
関
の
裁

量
（
行
政
裁
量
）
に
委
ね
ら
れ
る
。
裁
判
所
は
法
的
判
断
し
か
し
な
い
か
ら
で
あ
る
。

最
高
裁
判
決
に
よ
く
登
場
す
る
非
法
的
判
断
は
、
次
の
三
つ
で
あ
る
（
こ
れ
以
外
に
も
あ
り
う
る
）
。
将
来
予
測
を
要
す
る
と
い
う
意

味
で
法
的
規
律
に
馴
染
ま
な
い
政
策
的
判
断
、
専
門
家
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
知
見
の
動
向
次
第
で
あ
る
と
い
う
意
味
で
法
的
規
律
に
馴
染

ま
な
い
科
学
技
術
的
判
断
、
込
み
入
っ
た
背
景
事
情
や
内
情
ま
で
知
る
者
こ
そ
が
能
く
な
し
う
る
た
め
、
画
一
的
な
法
的
規
律
に
馴
染

ま
な
い
実
情
通
暁
者
に
よ
る
判
断
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
う
ち
二
種
類
の
判
断
が
複
合
し
た
も
の
と
さ
れ
る
こ
と
も
あ
る
。

法
令
が
こ
の
よ
う
な
非
法
的
判
断
を
要
求
す
る
と
き
、
行
政
機
関
は
、
そ
の
判
断
を
行
う
の
に
必
要
な
能
力
や
知
見
、
経
験
を
獲
得

し
な
く
て
は
な
ら
な
い
（
そ
れ
が
で
き
て
い
た
か
ど
う
か
が
、
後
述
す
る
合
理
性
審
査
の
対
象
と
な
る
）
。
ク
行
政
機
関
に
は
司
法
が
も
ち
え

な
い
能
力
が
備
わ
っ
て
い
る
の
で
行
政
裁
量
を
認
め
る
ク
な
ど
と
い
う
法
令
解
釈
を
す
る
わ
け
で
は
な
い
。

第
三
に
、
行
政
裁
量
を
析
出
す
る
に
あ
た
り
、
文
理
解
釈
が
有
効
な
こ
と
は
さ
ほ
ど
な
い
。
仕
組
み
解
釈
を
使
っ
て
行
政
裁
量
を
析

出
す
る
こ
と
が
一
般
的
で
あ
る
。
政
策
規
範
に
お
け
る
施
策
・
実
効
性
確
保
・
情
報
収
集
と
い
う
仕
組
み
に
照
ら
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の

法
文
の
一
部
を
、
政
策
的
判
断
、
科
学
技
術
的
判
断
、
実
情
通
暁
者
の
判
断
に
委
ね
る
こ
と
が
政
策
目
的
の
効
果
的
な
実
現
に
繋
が
る

基
本
的
な
こ
と
を
確
認
し
て
お
き
た
い
。

(

1

)

 

2
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―― 義定体全
(

2

)

 

と
期
待
さ
れ
る
と
き
に
、
行
政
裁
量
に
委
ね
る
と
解
釈
す
る
の
で
あ
る
。
他
方
、
訴
追
裁
量
な
ど
、
不
利
益
処
分
の
選
択
判
断
が
行
政

裁
量
に
委
ね
ら
れ
る
の
は
、
不
利
益
の
過
剰
と
過
少
を
防
ぐ
と
い
う
衡
平
的
正
義
の
観
点
か
ら
実
情
通
暁
者
の
ケ
ー
ス
バ
イ
ケ
ー
ス
の

判
断
に
委
ね
る
こ
と
が
適
切
だ
と
す
る
法
理
（
信
念
）
解
釈
に
よ
っ
て
、
裁
量
を
認
め
る
例
で
あ
る
。
な
お
、
二

0
世
紀
前
半
の
古
典

学
説
1

本
報
告
で
は
、
一
九
一

0
年
代
か
ら

一
九
五

0
年
代
ま
で
の
佐
々
木
惣
一
、
美
濃
部
達
吉
、
渡
邊
宗
太
郎
な
ど
ー
は
、
文

理
解
釈
の
ほ
か
、
法
理
解
釈
に
よ
る
裁
量
存
否
の
判
定
を
提
案
し
て
い
た
。

行
政
裁
量
の
析
出
方
法

法
令
解
釈
の
過
程
で
行
政
裁
鼠
が
析
出
さ
れ
る
様
子
を
具
体
的
に
説
明
す
る
と
、
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

ま
ず
、
法
文
の
定
義
の
一
部
が
行
政
裁
量
に
委
ね
ら
れ
る
と
解
釈
さ
れ
た
例
と
し
て
、
原
子
炉
等
規
制
法
の
許
可
処
分
の
要
件
規
定

「
災
害
の
防
止
上
支
障
が
な
い
も
の
」
が
あ
る
。
伊
方
原
子
炉
設
置
許
可
事
件
（
最
判
平
成
四
年
一

0
月
二
九
日
民
集
四
六
巻
七
号

―
一
七
四
頁
）
は
こ
の
文
言
を
解
釈
し
て
、
「
災
害
が
万
が

一
に
も
起
こ
ら
な
い
よ
う
に
す
る
た
め
、
原
子
炉
施
設
の
位
置
、
構
造
及

び
設
備
の
安
全
性
を
確
保
さ
れ
た
も
の
」
と
い
う
全
体
定
義
を
示
し
た
。
そ
の
う
え
で
、
こ
の
定
義
に
い
う
「
位
置
、
構
造
、
設
備
が

安
全
性
を
確
保
さ
れ
た
」
状
態
と
は
何
か
に
つ
い
て
（
つ
ま
り
定
義
の
各
部
分
に
つ
い
て
）
、
「
原
子
力
工
学
は
も
と
よ
り
、
多
方
面
に
わ

た
る
極
め
て
高
度
な
最
新
の
科
学
的
、
専
門
技
術
的
知
見
に
基
づ
く
総
合
的
判
断
が
必
要
」

1

非
法
的
判

断
が
必
要
|
ー
と
解
釈
し
た
。
原
子
炉
等
規
制
法
は
、
全
体
定
義
と
い
う
最
上
層
に
つ
い
て
は
自
ら
意
味
を

決
め
て
い
る
の
で
、
解
釈
を
示
せ
る
が
、
そ
れ
よ
り
下
の
層
、
す
な
わ
ち
部
分
定
義
の
意
味
を
自
ら
は
決
め

て
お
ら
ず
、
行
政
裁
量
に
委
ね
て
い
る
と
い
う
解
釈
で
あ
る
（
図
の
濃
い
部
分
が
行
政
裁
量
）
。

次
に
、
法
文
の
該
当
性
を
判
定
す
る
方
法
の
一
部
が
行
政
裁
量
に
委
ね
ら
れ
る
と
し
た
例
が
、
教
科
書
検

定
事
件
で
あ
る
。
家
永
教
科
書
検
定
第
一
次
訴
訟
（
最
判
平
成
五
年
三
月
一
六
日
民
集
四
七
巻
五
号
三
四
八
三

頁
）
は
、
教
科
書
検
定
合
格
処
分
の
要
件
を
定
め
る
検
定
基
準
（
学
校
教
育
法
の
委
任
立
法
）
の
解
釈
と
し
て
、
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積極例

非典型例

消極例

考慮禁止要素

~ 

考慮禁止要素

「
申
請
図
書
に
つ
い
て
、
内
容
が
学
問
的
に
正
確
で
あ
る
か
、
中
立
・
公
正
で
あ
る
か
、

教
科
の
目
標
等
を
達
成
す
る
上
で
適
切
で
あ
る
か
、
児
童
、
生
徒
の
心
身
の
発
達
段
階

に
適
応
し
て
い
る
か
、
な
ど
の
様
々
な
観
点
か
ら
多
角
的
に
行
わ
れ
る
も
の
」
と
い
う

判
定
方
法
を
示
し
た
。
そ
の
う
え
で
、
当
該
判
定
は
「
学
術
的
、
教
育
的
な
専
門
技
術

的
判
断
で
あ
る
か
ら
、
事
柄
の
性
質
上
、
文
部
大
臣
の
合
理
的
な
裁
量
に
委
ね
ら
れ

る
」
|
—
非
法
的
判
断
に
委
ね
ら
れ
る
ー
|
'
と
解
釈
し
た
。
考
慮
義
務
要
素
（
学
問
的

正
確
性
、
中
立
公
正
さ
、
教
科
H
標
適
合
性
、
発
達
段
階
適
合
性
）
ま
で
を
解
釈
と
し
て
示

し
た
う
え
で
、
そ
れ
以
外
に
、
考
慮
可
能
要
素
と
し
て
何
を
加
え
、
さ
ら
に
各
要
素
を

ど
う
総
合
考
慮
す
る
か
は
、
検
定
基
準
自
ら
は
定
め
て
お
ら
ず
、
行
政
裁
量
に
委
ね
て

最
後
に
、
典
型
例
で
な
い
事
例
（
非
典
型
例
）

い
る
と
い
う
解
釈
で
あ
る
（
図
の
濃
い
部
分
が
行
政
裁
量
）
。

の
取
扱
い
が
、
行
政
裁
量
に
委
ね
ら
れ
る
場
面
を

み
て
お
く
。
た
と
え
ば
貸
金
業
法
の
「
役
員
」
と
い
う
文
言
の
積
極
例
に
も
消
極
例
に
も
当
た
ら
な

い
非
典
型
例
（
実
質
的
支
配
を
す
る
非
役
職
者
な
ど
）
の
「
役
員
」
該
当
性
に
つ
い
て
、
法
適
用
で
答

え
が
出
せ
る
と
解
す
れ
ば
行
政
裁
量
は
な
く
、
逆
に
、
非
法
的
判
断
に
委
ね
る
べ
き
だ
と
解
す
れ
ば
、

行
政
裁
量
に
委
ね
る
解
釈
を
し
た
こ
と
に
な
る
（
図
の
濃
い
部
分
が
行
政
裁
量
）
。

行
政
裁
量
の
外
側
と
内
側

(

l

)

行
政
裁
量
の
外
側
ー
法
解
釈
審
査

権
限
行
使
の
規
定
か
ら
行
政
裁
量
を
析
出
で
き
た
場
合
、
裁
判
所
は
、
行
政
裁
量
の
「
外
側
」
と

3
 ▲ 
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「
内
側
」
を
区
別
し
て
審
査
す
る
。
こ
の
こ
と
を
裁
量
の
「
ド
ー
ナ
ツ
構
造
」
と
呼
ぶ
こ
と
も
で
き
る
（
中
空
部
分
が
裁
量
の
内
側
）
。

ま
ず
は
、
「
行
政
裁
贔
の
外
側
」
を
説
明
す
る
。
前
項
で
明
ら
か
に
し
た
よ
う
に
、
行
政
裁
量
は
常
に
、
法
解
釈
で
導
か
れ
た
外
枠

ー
全
体
定
義
、
判
定
方
法
（
考
慮
義
務
・
考
慮
禁
止
の
各
要
素
）
、
典
刑
例
（
積
極
例
・
消
極
例
）
ー
ー
ー
に
囲
ま
れ
て
い
る
。
そ
れ
ゆ
え

行
政
機
関
が
こ
の
外
枠
を
品
押
し
破
っ
た
ク
な
ら
ば
、
裁
判
所
は
、
誤
っ
た
法
解
釈
に
基
づ
く
違
法
な
権
限
行
使
で
あ
っ
た
と
評
価
し

う
る
。
行
政
機
関
が
、
法
文
の
全
体
定
義
の
解
釈
を
取
り
違
え
た
、
考
慮
義
務
要
素
の
検
討
を
欠
落
さ
せ
た
（
考
慮
欠
落
）
、
考
慮
禁

止
要
素
を
用
い
て
結
論
を
導
い
た
（
他
事
考
慮
）
、
典
型
例
の
解
釈
を
取
り
違
え
た
な
ら
ば
、
そ
れ
だ
け
で
権
限
行
使
を
違
法
と
し
う

る
の
で
あ
る
。

以
上
の
よ
う
な
審
在
が
で
き
る
こ
と
に
つ
い
て
、
学
説
上
の
異
論
は
な
い
。
し
か
し
名
称
が
な
い
の
で
、
本
報
告
で
は
こ
れ
を
「
法

解
釈
審
在
」
と
呼
ぶ
こ
と
に
し
た
い
。
法
解
釈
に
先
導
さ
れ
る
法
的
判
断
だ
け
で
権
限
行
使
の
適
法
違
法
を
審
査
す
る
か
ら
で
あ
る
。

な
お
、
裁
判
所
が
法
令
解
釈
と
し
て
は
行
政
裁
械
を
認
め
て
お
き
な
が
ら
、
判
断
代
置
し
て
事
件
処
理
を
す
る
こ
と
が
あ
る
。
こ
れ

は
、
法
令
解
釈
で
典
型
例
を
導
い
た
う
え
で
、
当
該
事
案
が
そ
れ
に
あ
た
る
こ
と
を
裁
判
所
が
法
的
一
孟
一
段
論
法
で
導
け
た
と
い
う
、
極

め
て
稀
な
場
面
で
あ
る
。
ま
た
、
他
事
考
慮
と
い
う
語
は
、
学
説
上
非
常
に
多
義
的
に
使
わ
れ
る
が
、
本
報
告
で
は
、
考
慮
禁
止
要
素

を
決
定
の
根
拠
と
す
る
と
い
う
意
味
に
だ
け
用
い
る
（
そ
の
背
後
に
あ
る
動
機
は
、
決
定
の
正
式
な
根
拠
で
は
な
い
の
で
、
含
め
な
い
こ
と

と
す
る
）
。

行
政
裁
量
の
内
側
ー
合
理
性
審
査

次
に
、
「
行
政
裁
量
の
内
側
」
す
な
わ
ち
裁
量
判
断
そ
の
も
の
に
つ
い
て
、
裁
判
所
は
ど
う
関
わ
る
べ
き
か
。
古
典
学
説
は
、
「
便
宜

裁
量
」
（
本
報
告
で
い
う
行
政
裁
量
の
内
側
）
の
「
不
審
理
原
則
」
を
掲
げ
つ
つ
、
実
は
、
一
定
の
関
与
も
示
唆
し
て
い
た
。
最
高
裁
も

昭
和
二

0
年
代
か
ら
一
貰
し
て
、
行
政
裁
量
の
内
側
に
も
関
心
を
示
し
て
き
た
。

し
か
る
に
、
法
的
判
断
し
か
し
な
い
は
ず
の
裁
判
所
が
、
な
ぜ
非
法
的
判
断
に
関
与
し
よ
う
と
す
る
の
か
、
こ
れ
を
司
法
の
役
割
と

(

2

)
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し
て
ど
う
正
当
化
す
る
の
か
は
、
今
な
お
残
る
問
題
で
あ
る
（
こ
れ
は
、
行
政
訴
訟
に
お
け
る
第
三
者
の
原
告
適
格
論
な
ど
と
並
び
、
い
ま

だ
十
分
な
説
明
が
で
き
て
い
な
い
現
代
行
政
法
の
課
題
の
ひ
と
つ
で
あ
る
）
。

こ
の
問
題
は
と
も
か
く
、
行
政
裁
量
そ
の
も
の
へ
の
関
与
と
し
て
裁
判
所
は
何
を
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。

一
九
九

0
年
代
（
平
成

一
ケ
タ
代
）
に
な
っ
て
漸
く
行
政
法
学
説
は
、
裁
判
例
の
整
理
と
し
て
、
「
判
断
過
程
審
査
（
厳
格
な
審
査
言
日
光
太
郎
杉
事
件
東
京

高
裁
判
決
が
プ
ロ
ト
タ
イ
プ
）
・
対
・
社
会
観
念
審
査
（
緩
や
か
な
審
査
~
マ
ク
リ
ー
ン
事
件
と
神
戸
全
税
関
事
件
の
最
高
裁
判
決
が

プ
ロ
ト
タ
イ
プ
）
」
と
い
う
公
式
的
理
解
を
生
成
し
始
め
、
や
が
て
通
説
化
し
た
。
と
こ
ろ
が
ほ
ぽ
同
時
に
、
こ
の
公
式
を
無
視
す
る

い
く
つ
か
の
最
高
裁
判
決
が
現
れ
た
。
社
会
観
念
審
査
な
が
ら
、
厳
し
い
裁
量
審
査
を
行
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
衝
撃
を
受
け
た
行

政
法
学
説
は
、
審
査
方
法
・
審
査
基
準
・
審
介
密
度
な
ど
の
マ
ト
リ
ク
ス
を
作
っ
て
、
判
例
を
説
明
し
直
そ
う
と
し
て
い
る
。

こ
の
点
に
つ
い
て
本
報
告
は
、
も
っ
と
シ
ン
プ
ル
な
最
高
裁
判
例
の

res
ta
te
m
e
n
t
を
提
案
し
た
い
。

第
一
に
、
非
法
的
判
断
に
対
し
て
裁
判
所
が
で
き
る
こ
と
は
、
裁
判
所
や
原
告
と
い
う
素
人
目
か
ら
み
て
、
政
策
的
判
断
、
科
学
技

術
的
判
断
、
実
情
通
暁
者
の
判
断
と
呼
べ
る
だ
け
の
合
理
性
が
あ
る
と
納
得
で
き
る
か
を
確
認
す
る
こ
と
に
尽
き
る
。
そ
こ
で
本
報
告

で
は
こ
れ
を
「
合
理
性
審
在
」
と
呼
び
、
前
述
の
「
法
解
釈
審
査
」
と
対
比
さ
せ
た
い
。
行
政
裁
量
（
そ
の
も
の
）

の
審
在
基
泄
と
い

う
言
葉
を
使
っ
て
説
明
す
る
な
ら
ば
、
審
在
基
準
は
合
理
性
の
有
無
だ
け
で
あ
る
。

第
二
に
、
何
を
も
っ
て
合
理
性
の
指
標
と
す
る
か
。
最
高
裁
判
例
は
、
個
々
の
事
案
の
特
徴
に
応
じ
て
、
三
つ
の
指
標
を
使
い
分
け

て
お
り
、
そ
れ
が
審
査
の
厳
し
さ
（
こ
れ
を
審
査
密
度
と
呼
ん
で
も
よ
い
）
の
違
い
に
見
え
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

(

A

)

最
小
限
の
合
理
性
審
査
二
打
政
が
下
し
た
結
論
（
許
可
、
不
許
可
、
懲
戒
処
分
、
登
録
規
則
の
制
定
、
計
画
決
定
な
ど
）
の
理
由
付

け
に
論
理
破
綻
が
な
い
と
い
う
心
証
を
裁
判
所
が
抱
く
こ
と
を
も
っ
て
、
合
理
性
の
指
標
と
す
る
。
論
理
が
飛
躍
し
て
い
る
、
重
要

な
根
拠
に
事
実
誤
認
が
あ
る
な
ど
が
見
つ
か
れ
ば
、
合
理
性
は
欠
如
し
て
い
る
。

(
B
)中
程
度
の
合
理
性
審
査
~
行
政
が
下
し
た
結
論
と
は
別
の
結
論
（
原
岩
が
求
め
る
結
論
）
が
、
代
替
案
と
し
て
十
分
に
存
在
し
う
る
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(

A

)

 

と
の
心
証
を
裁
判
所
が
形
成
し
た
場
合
に
、
行
政
機
関
が
そ
の
代
替
案
に
は
問
題
が
あ
る
と
考
え
る
理
由
付
け
を
論
理
破
綻
な
く
示

せ
て
い
る
と
の
心
証
を
裁
判
所
が
も
つ
こ
と
を
、
合
理
性
の
指
標
と
す
る
。
行
政
機
関
が
有
力
な
代
替
案
を
無
視
な
い
し
軽
視
す
れ

(

C

)

最
大
限
の
合
理
性
審
査
二
B

)

と
同
じ
場
合
に
、
裁
判
所
自
身
が
、
行
政
の
下
し
た
結
論
が
別
の
結
論
（
原
告
が
求
め
る
結
論
）

よ
り
も
優
れ
て
い
る
と
の
心
証
を
抱
く
こ
と
を
も
っ
て
、
合
理
性
の
指
標
と
す
る
。
裁
判
所
が
行
政
裁
量
を
行
使
す
る
わ
け
で
は
な

こ
こ
で
、

い
が
、
行
政
側
の
説
明
の
隅
々
に
ま
で
得
心
が
い
く
か
と
い
う
非
常
に
厳
格
な
審
査
で
あ
る
。

比
較
検
討
す
べ
き
有
力
な
代
替
案
が
存
在
す
る
と
い
う
心
証
を
裁
判
所
に
抱
か
せ
る
こ
と
に
原
告
が
失
敗
し
た
場
合
、
裁
判
所
は

の
審
査
し
か
し
な
い
。
(

B

)

と
(

C

)

は
、
行
政
機
関
が
ク
不
都
合
な
事
実
ク
に

H
を
つ
ぶ
っ
て
い
な
い
と
い
え
る
か
ど
う
か

の
審
査
で
あ
る
か
ら
、
厳
し
め
の
審
査
で
あ
る
。
そ
し
て
代
替
案
の
有
力
性
が
極
め
て
高
い
と
い
う
心
証
を
裁
判
所
が
抱
く
と
、

(

B

)

よ
り
も
(

C

)

に
傾
く
と
想
像
さ
れ
る
。
な
お
、
（
B

）
と
(

C

)

に
つ
い
て
は
、
米
国
連
邦
高
裁
が
始
め
た
ハ
ー
ド
ル
ッ
ク
審

査
と
の
類
似
性
を
指
摘
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

有
力
な
代
替
案
が
存
在
し
そ
う
な
事
案
と
は
、
た
と
え
ば
、
規
制
を
緩
和
し
又
は
厳
格
化
す
る
委
任
立
法
改
正
が
争
わ
れ
る
事
案

（
従
前
の
規
制
を
維
持
す
る
こ
と
が
代
替
案
）
、
関
係
法
令
か
ら
す
ぐ
に
着
想
で
き
る
代
替
案
が
あ
る
事
案
、
こ
れ
ま
で
使
用
が
許
可
さ
れ

て
き
た
の
に
、
今
回
は
不
許
可
と
な
っ
た
事
案
、
一
見
し
て
メ
リ
ッ
ト
が
明
ら
か
な
場
所
で
の
占
用
許
可
を
し
な
い
事
案
、
複
数
の

ル
ー
ト
な
い
し
方
式
が
明
ら
か
に
存
在
す
る
事
案
、
原
告
の
事
情
が
き
わ
め
て
特
殊
な
事
案
な
ど
で
あ
る
。

い
く
つ
か
補
足
し
て
お
く
。

第
一
に
、
裁
量
基
準
が
あ
る
事
案
で
は
、
裁
量
基
準
自
体
や
そ
の
あ
て
は
め
に
つ
き
、
裁
判
所
は
こ
う
し
た
合
理
性
審
査
を
行
う
。

第
二
に
、
最
高
裁
判
決
の
「
社
会
観
念
に
照
ら
し
著
し
く
妥
当
を
欠
く
」
と
い
う
表
現
は
、
合
理
性
審
査
の
方
法
、
基
準
、
密
度
を

示
す
語
で
は
な
く
、
実
情
通
暁
者
が
す
る
判
断
に
合
理
性
が
欠
如
す
る
様
を
指
す
修
辞
に
過
ぎ
な
い
。
そ
れ
ゆ
え
、
合
理
性
審
査

ば
、
合
理
性
が
欠
如
し
て
い
る
。
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(

A

)

(

B

)

(

C

)

の
ど
れ
に
も
登
場
し
う
る
。
他
方
、
政
策
的
判
断
や
科
学
技
術
的
判
断
に
社
会
観
念
・
通
念
は
存
在
し
な
い
か
ら
、

こ
の
語
が
現
れ
る
こ
と
は
な
い
。

第
三
に
、
判
断
過
程
審
査
も
、
合
理
性
審
査
の
方
法
、
基
淮
、
密
度
を
示
す
語
で
は
な
い
。
訴
訟
資
料
の
整
え
方
を
示
す
語
と
捉
え
る

べ
き
で
あ
る
。
日
光
太
郎
杉
事
件
で
始
ま
っ
た
わ
け
で
は
な
く
、
最
初
か
ら
行
わ
れ
て
い
た
。
ま
た
、
判
断
過
程
（
理
由
づ
け
）
は
、
原

告
の
攻
撃
の
鋭
さ
、
被
告
の
反
論
の
鈍
さ
に
応
じ
て
、
裁
判
所
が
徐
々
に
深
掘
り
す
る
と
い
う
、
動
態
的
な
訴
訟
資
料
収
集
過
程
で
あ
る
。

第
四
に
、
判
断
代
置
は
、
既
述
の
通
り
、
法
解
釈
上
の
典
型
例
に
該
当
す
る
事
案
で
あ
る
と
い
う
法
的
三
段
論
法
を
裁
判
所
が
行
う

こ
と
を
意
味
す
る
。
こ
れ
は
行
政
裁
量
の
外
側
へ
の
法
解
釈
審
在
で
あ
っ
て
、
内
側
に
対
す
る
合
理
性
審
在
（

A
）
(

B

)

(

C

)

い
ず

れ
で
も
な
い
。
ま
た
、
余
目
町
国
賠
事
件
（
最
判
昭
和
五
三
年
五
月
二
六

H
民
集
三
二
巻
三
号
六
八
九
頁
）
は
、
不
法
動
機
に
支
配
さ
れ

た
権
限
行
使
の
禁
止
と
い
う
法
理
解
釈
に
基
づ
き
、
法
的
三
段
論
法
で
事
件
を
処
理
し
た
例
で
あ
る
。
設
置
認
可
要
件
を
充
足
す
る
と

し
た
う
え
で
の
違
法
評
価
で
あ
る
か
ら
、
そ
も
そ
も
、
行
政
裁
量
の
有
無
と
無
関
係
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
比
例
原
則
は
、
行
政
裁
量
の

外
側
の
法
解
釈
審
査
に
登
場
す
る
こ
と
も
、
内
側
の
合
理
性
審
査
で
登
場
す
る
こ
と
も
あ
り
、
ふ
た
つ
の
顔
を
も
つ
。

中
間
的
ま
と
め

こ
の
よ
う
に
私
は
、
行
政
裁
量
の
外
側
（
法
解
釈
審
査
）
と
内
側
（
合
理
性
審
究
）
を
明
確
に
区
別
す
る
こ
と
が
董
要
と
考
え
て
い
る
。

こ
れ
は
、
古
典
学
説
と
同
じ
全
体
構
図
で
あ
る
。
古
典
学
説
は
す
で
に
、
裁
量
の
有
無
を
行
為
単
位
で
は
な
く
、
判
断
項
目
毎
に
捉
え

始
め
て
お
り
、
行
政
裁
量
（
便
宜
裁
量
11

自
由
裁
最
）

(

3

)

 

の
外
側
と
内
側
の
双
方
に
言
及
し
て
い
た
こ
と
に
、
改
め
て
注

H
す
る
べ
き
で

あ
る
。
現
在
の
行
政
法
学
説
も
、
既
述
の
と
お
り
、
行
政
裁
量
の
外
側
（
法
解
釈
審
査
）
の
存
在
を
異
論
な
く
認
め
て
い
る
。

と
こ
ろ
が
不
思
議
な
こ
と
に
、
昭
和
四

0
年
代
以
降
の
行
政
法
学
説
で
は
、
裁
判
例
に
お
い
て
法
規
裁
量
と
便
宜
裁
量
の
区
別
は
相

対
化
し
て
お
り
、
両
者
の
区
別
に
実
益
は
な
い
と
す
る
見
解
が
支
配
的
に
な
っ
た
（
相
対
化
説
）
。
し
か
し
、
裁
判
例
に
お
い
て
「
裁

鼠
と
覇
束
」
の
区
別
が
相
対
化
し
た
こ
と
な
ど
一
度
も
無
か
っ
た
と
い
う
の
が
、
私
の
考
え
で
あ
る
。
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こ
う
し
た
行
政
法
に
対
し
、
憲
法
は
次
の
表
に
示
す
三
つ
の
役
割
（
顔
）
を
も
つ
と
考
え
ら
れ
る
。

(

1

)

 

ー こ
の
間
の
学
説
は
、
裁
判
例
に
お
け
る
便
宜
裁
量
不
審
理
原
則
の
崩
壊
|
ー
—
実
は
古
典
学
説
が
不
審
理
原
則
を
徹
底
し
て
い
た
わ
け

で
は
な
か
っ
た
の
だ
が
ー
~
に
目
を
奪
わ
れ
る
あ
ま
り
、
裁
判
所
が
ど
の
よ
う
な
関
与
方
法
を
と
っ
て
い
る
か
の
分
析
的
観
察
が
疎
か

に
な
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
法
令
解
釈
方
法
論
へ
の
無
関
心
が
そ
の
背
景
的
要
因
か
も
し
れ
な
い
。
と
も
あ
れ
、
相
対
化
説
を
前
提
と
し

て
展
開
さ
れ
て
い
る
「
裁
量
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
手
法
」
（
塩
野
宏
）
、
「
裁
量
の
濫
用
躁
越
の
基
準
」
（
芝
池
義
一
）
、
及
び
こ
れ
を
下
敷
き

と
し
て
様
々
に
展
開
さ
れ
て
い
る
現
在
の
裁
量
審
査
の
方
法
・
基
準
・
密
度
論
に
は
、
雑
多
な
も
の
が
混
在
し
て
い
る
。
行
政
裁
量
の

外
側
（
法
解
釈
審
査
）
と
内
側
（
合
理
性
審
査
）
、
さ
ら
に
は
行
政
裁
量
の
存
否
と
無
関
係
な
事
柄
と
い
う
三
つ
に
整
理
し
な
お
す
作
業

が
必
要
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

な
お
、
裁
量
の
「
逸
脱
」
（
外
側
で
の
法
解
釈
の
誤
り
）
と
「
濫
用
」
（
内
側
の
合
理
性
欠
如
）
を
呼
び
分
け
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
国

語
的
に
紛
ら
わ
し
い
の
で
避
け
て
お
き
た
い
。
最
高
裁
判
決
を
み
る
と
、
委
任
立
法
を
審
査
す
る
と
き
に
は
、
法
解
釈
審
査
（
行
政
裁

量
の
外
側
）
に
「
委
任
の
範
囲
」
と
い
う
語
を
、
合
理
性
審
査
（
行
政
裁
量
の
内
側
）
に
「
委
任
の
趣
旨
」
の
語
を
使
う
傾
向
が
一
応
、

見
ら
れ
る
。
他
方
、
行
政
処
分
や
計
画
決
定
、
職
務
命
令
に
つ
い
て
は
、
法
令
解
釈
審
査
を
し
て
も
合
理
性
審
査
を
し
て
も
、

「
裁
量
権
の
範
囲
を
超
え
、
又
は
こ
れ
を
濫
用
す
る
」
と
表
現
し
て
い
る
。

行
政
法
（
解
釈
・
裁
量
）

上
位
法
と
し
て
の
憲
法

上
位
法
適
合
解
釈
法
ー
|
'
憲
法
の
第
一
の
顔

四

に
対
す
る
憲
法
の
役
割

一
律
に
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行政法 憲 法

法令解釈 第一の顔：上位規範（上位法適合解釈を導くため

（行政裁量の外側を含む） に登場）

行政裁量 第二の顔：普遍的価値文書（裁量判断における考

（行政裁量の内側） 慮可能要素として登場）

法令による規律なし 第三の顔’直接適用規範（法的三段論法を先導す

る法解釈として登場）

第
一
の
顔
、
す
な
わ
ち
行
政
法
の
上
位
規
範
と
し
て
の
憲
法
は
、
法
令
の
上
位
法
（
憲
法
）
適
合
解

釈
を
導
く
た
め
の
〔
ア
〕
憲
法
適
合
審
査
（
違
憲
審
査
）
、
及
び
〔
イ
〕
修
整
解
釈
又
は
差
戻
的
事
件
処

理
に
登
場
す
る
も
の
で
あ
る
。
憲
法
学
は
長
ら
く
、
〔
ア
〕
と
〔
イ
〕
を
必
ず
し
も
明
確
に
区
別
し
て

こ
な
か
っ
た
が
、
近
時
は
、
〔
ア
〕
を
「
違
憲
審
査
の
方
法
」
「
合
憲
性
の
審
査
手
法
」
、
〔
イ
〕
を
「
憲

法
判
断
の
方
法
」
「
憲
法
判
断
の
帰
結
」
と
呼
び
分
け
る
よ
う
で
あ
る
。

憲
法
適
合
「
的
」
解
釈
と
い
う
語
を
ど
の
よ
う
な
意
味
で
用
い
る
べ
き
か
、
憲
法
学
で
は
入
り
組
ん

だ
議
論
が
あ
る
。
し
か
し
私
は
、
法
令
に
憲
法
違
反
を
見
い
だ
せ
る
と
す
る
〔
ア
〕
の
判
定
を
ふ
ま
え

て
示
さ
れ
る
〔
イ
〕

の
修
整
解
釈
の
す
べ
て
を
、
憲
法
適
合
解
釈
と
呼
ぶ
こ
と
と
し
た
い
（
「
的
」
を
い

〔
ア
〕
で
は
な
く
、
〔
イ
〕

れ
る
か
い
れ
な
い
か
は
ど
ち
ら
で
も
よ
い
）
。
こ
う
呼
ぶ
こ
と
に
よ
り
、
そ
の
他
の
上
位
法
適
合
解
釈
（
自

主
条
例
の
法
律
適
合
解
釈
、
委
任
立
法
の
委
任
適
合
解
釈
）
と
語
義
を
揃
え
る
こ
と
が
で
き
、
か
つ
、

の
議
論
を
し
て
い
る
こ
と
を
明
確
に
す
る
こ
と
が
で
き
る
か
ら
で
あ
る
。

〔イ〕

の
修
整
解
釈
（
憲
法
適
合
解
釈
）
は
多
彩
で
あ
る
。
違
憲
無
効
と
さ
れ
た
箇
所
を
削
除
す
る
修

整
解
釈
も
あ
れ
ば
、
新
た
な
制
度
を
付
加
し
た
り
、
新
た
な
考
慮
義
務
要
素
を
加
え
た
り
す
る
修
整
解

釈
も
あ
る
。
そ
の
修
整
解
釈
と
文
理
の
差
分
を
表
現
す
る
言
葉
が
、
合
憲
限
定
解
釈
や
合
憲
拡
大
解
釈

（
許
可
要
件
の
一
部
を
削
除
す
る
も
の
な
ど
）
で
あ
る
。
限
定
や
拡
大
と
い
っ
た
言
葉
で
は
表
現
し
が
た
い

パ
タ
ン
と
し
て
、
た
と
え
ば
、
文
理
上
は
複
数
の
意
味
が
可
能
な
と
き
に
、
ど
ち
ら
を
と
る
か
を
修
整

解
釈
と
し
て
示
す
こ
と
（
文
理
解
釈
と
上
位
法
適
合
解
釈
の
併
せ
技
と
い
っ
て
も
よ
い
）
の
ほ
か
、
考
慮
義

務
要
素
を
付
加
す
る
修
整
解
釈
に
よ
り
行
政
裁
量
の
外
側
が
厚
み
を
増
す
こ
と
（
行
政
裁
量
は
な
お
残

る
）
も
あ
れ
ば
、
考
慮
可
能
要
索
の
余
地
を
否
定
す
る
修
整
解
釈
に
よ
っ
て
、
行
政
裁
量
の
否
定
に
至
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る
重
要
な
指
摘
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。

(
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)

 

〔
ア
〕
に
お
い
て
裁
判
所
が
憲
法
適
合
審
査
を
す
る
と
き
は
、
あ
ら
か
じ
め
審
在
対
象
法
律
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
な
法
解
釈
（
文

理
・
趣
旨
目
的
・
立
法
過
程
史
に
よ
る
定
義
・
判
定
方
法
・
典
刑
例
の
解
釈
）
を
し
た
か
を
明
ら
か
に
し
て
お
く
必
要
が
あ
り
、

高
裁
判
決
は
こ
の
作
法
を
守
っ
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
猿
払
事
件
（
最
大
判
昭
和
四
九
年
―
一
月
六
日
刑
集
二
八
巻
九
号
―
―
一
九
三
頁
）
は
、
人

事
院
規
則
に
い
う
「
政
治
行
為
」
の
解
釈
を
明
示
し
な
い
ま
ま
、
合
憲
と
判
定
し
た
た
め
、
文
理
解
釈
を
も
と
に
合
憲
判
定
を
し
た
も

の
と
受
け
取
ら
れ
て
き
た
。
そ
こ
に
世
田
谷
事
件
（
最
判
平
成
二
四
年
―
二
月
七
日
刑
集
六
六
巻
―
―
一
号
一
七
ニ
―
一
頁
）
と
堀
越
事
件
（
最

判
平
成
一
一
四
年
―
二
月
七
日
刑
集
六
六
巻
一
―
一
号
一
―
―
―
―
―
一
七
頁
）
が
、
実
質
的
に
行
政
の
中
立
性
を
損
な
う
お
そ
れ
が
あ
る
政
治
的
行
為

に
限
る
と
の
定
義
を
趣
旨

H
的
解
釈
で
導
き
、
こ
れ
を
合
憲
と
し
た
。
判
例
変
更
で
は
な
い
か
と
の
批
判
を
受
け
た
所
以
で
あ
る
。

法
令
違
憲
・
適
用
違
憲

憲
法
学
で
は
、
「
法
令
違
憲
・
適
用
違
憲
」
が
区
別
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
区
別
は
、
実
は
、
す
べ
て
の
上
位
法
適
合
解
釈
に
共
通
す

ま
ず
は
、
こ
の
区
別
を
上
位
法
適
合
解
釈
の
〔
ア
〕
の
問
題
と
し
て
捉
え
る
な
ら
ば
、
「
全
面
的
違
憲
・
違
法
」
か
、
「
限
定
的
違

憲
・
違
法
」
か
と
い
う
よ
う
に
、
当
事
者
主
張
の
射
程
の
違
い
、
ま
た
、
裁
判
所
の
審
査
結
果
の
射
程
の
違
い
を
指
す
言
葉
で
あ
る
。

た
と
え
ば
、
「
高
知
市
普
通
河
川
条
例
が
所
有
者
同
意
を
求
め
な
い
の
は
、
常
に
河
川
法
に
反
す
る
」
の
か
、
「
高
知
市
普
通
河
川
条
例

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

が
所
有
者
同
意
を
求
め
な
い
の
は
、
本
件
の
事
実
関
係
に
適
用
す
る
か
ぎ
り
、
河
川
法
に
反
す
る
」
の
か
、
「
銃
刀
法
登
録
規
則
が

H

本
刀
に
限
定
す
る
の
は
、
常
に
銃
刀
法
の
委
任
の
範
囲
趣
旨
に
反
す
る
」
の
か
、
「
銃
刀
法
登
録
規
則
が
日
本
刀
に
限
定
す
る
の
は
、

本
件
サ
ー
ベ
ル
に
適
用
さ
れ
る
限
り
、
銃
刀
法
の
委
任
の
範
囲
趣
旨
に
反
す
る
」
の
か
、
と
い
う
よ
う
に
で
あ
る
。
行
政
法
学
で
は
こ

う
し
た
区
別
を
考
え
て
こ
な
か
っ
た
が
、
意
識
す
る
必
要
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
〔
イ
〕
の
修
整
解
釈
の
示
し
方
（
又
は
そ
れ
が
示
せ
る

き
か
は
、
常
に
重
要
な
課
題
で
あ
る
。

一
般
に
最

る
こ
と
も
あ
る
。
い
う
ま
で
も
な
く
、
修
整
解
釈
が
正
当
な
解
釈
の
範
囲
内
に
と
ど
ま
る
か
、
そ
れ
と
も
差
戻
的
事
件
処
理
を
す
る
べ
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次
に
、
こ
の
区
別
を
〔
イ
〕

の
問
題
と
し
て
捉
え
る
な
ら
ば
、
適
用
違
憲
と
は
、
（
憲
法
に
適
合
さ
せ
る
）
修
整
解
釈
を
示
さ
ず
に
、

（
憲
法
に
適
合
さ
せ
る
）
事
件
処
理
と
し
て
、
無
罪
と
し
た
り
、
行
政
処
分
を
違
法
と
し
た
り
す
る
こ
と
を
指
す
言
葉
と
な
る
で
あ
ろ
う
。

し
か
し
、
憲
法
が
直
接
適
用
さ
れ
て
い
る
事
案
（
次
項
参
照
）
で
も
な
い
の
に
、
法
令
の
解
釈
を
示
さ
な
い
で
事
件
を
処
理
す
る
と
い

う
陸
路
を
追
及
す
る
メ
リ
ッ
ト
が
ど
こ
に
あ
る
の
か
、
私
に
は
ど
う
も
理
解
し
が
た
い
。

今
改
め
て
考
え
て
み
る
と
、
適
用
違
憲
の
例
と
さ
れ
る
猿
払
事
件
の
第
一
審
判
決
（
旭
川
地
判
昭
和
四
三
年
三
月
二
五
日
判
例
時
報

五
一
四
号
―

1
0
頁
）
は
ふ
た
つ
の
捉
え
方
が
で
き
そ
う
で
あ
る
。
ひ
と
つ
は
、
裁
判
所
が
修
整
解
釈
ー
政
治
的
行
為
に
該
当
し
な
い

消
極
例
を
示
す
憲
法
適
合
解
釈
|
|
'
を
ひ
そ
か
に
行
っ
て
い
て
、
そ
れ
を
本
件
事
案
に
適
用
し
（
法
的
―
―
一
段
論
法
）
、
無
罪
（
構
成
要
件

に
非
該
当
の
た
め
）
と
い
う
事
件
処
理
を
し
た
と
い
う
捉
え
方
で
あ
る
。
も
う
ひ
と
つ
は
、
広
島
市
暴
走
族
条
例
事
件
（
最
判
平
成
一
九

年
九
月
一
八
日
刑
集
六
一
巻
六
号
六
0
一頁）

ぎ
て
憲
法
違
反
で
あ
る
が
、

(

l

)

 

の
藤
田
宙
靖
反
対
意
見
と
同
様
に
、
現
行
条
文
の
ま
ま
で
は
政
治
的
行
為
の
範
囲
が
広
す

一
義
的
な
修
整
解
釈
を
示
す
こ
と
が
で
き
な
い
か
ら
、
差
戻
的
事
件
処
理
と
し
て
、
無
罪
判
決
を
し
た

（
構
成
要
件
が
不
明
の
た
め
）
と
い
う
捉
え
方
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
適
用
違
憲
と
い
う
説
明
は
し
な
く
て
よ
い
と
思
わ
れ
る
。

普
遍
的
価
値
文
書
及
び
直
接
適
用
規
範
と
し
て
の
憲
法

普
遍
的
価
値
文
書
ー
憲
法
の
第
二
の
顔

行
政
裁
量
の
外
側
に
お
い
て
憲
法
は
、
右
の
と
お
り
、
第
一
の
顔
（
上
位
規
範
と
い
う
顔
）
を
見
せ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
内
側
は

非
法
的
判
断
で
あ
っ
て
、
上
位
・
下
位
規
範
の
観
念
が
な
い
。
こ
こ
で
の
憲
法
は
、
普
遍
的
な
価
値
の
ひ
と
つ
で
あ
る
人
権
的
利
益

(
h
u
m
a
n
 ri
g

h
ts
)

を
宣
言
す
る
文
書
で
あ
る
（
第
二
の
顔
）
。
上
位
規
範
で
は
な
い
の
で
、
人
権
的
利
益
だ
か
ら
と
い
っ
て
、
董
み
付

け
を
強
く
し
な
け
れ
ば
政
策
的
判
断
、
科
学
技
術
的
判
断
、
実
情
通
暁
者
の
判
断
の
合
理
性
が
欠
如
す
る
と
い
う
評
価
に
直
結
す
る
わ

3
8
か
）
に
ダ
イ
レ
ク
ト
に
影
響
す
る
か
ら
で
あ
る
。
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け
で
は
な
い
。
こ
う
し
た
こ
と
が
、
「
行
政
裁
量
の
『
中
』

で
働
く
人
権
の
機
能
は
、
憲
法
学
が
想
定
す
る
、
立
法
を
も
拘
束
す
る
人

権
の
イ
メ
ー
ジ
と
は
容
易
に
整
合
し
〔
な
い
〕
」
（
宍
戸
常
寿
）
と
感
じ
ら
れ
る
理
由
で
あ
る
。

マ
ク
リ
ー
ン
事
件
（
最
大
判
昭
和
五
三
年

1
0
月
四
日
民
集
三
二
巻
七
号
―
二
二
三
頁
）
や
神
戸
高
専
剣
道
拒
否
事
件
（
最
判
平
成
八
年
三
月
八
日
民
集
五
0
巻
三
号
四
六
九
頁
）
が
そ

の
例
で
あ
る
。

原
告
側
と
し
て
は
、
行
政
裁
量
の
外
側
を
憲
法
に
適
合
す
る
修
整
解
釈
で
明
確
に
し
て
い
く
戦
略
（
い
わ
ば
外
側
戦
略
）
と
、
そ
れ

が
失
敗
し
た
場
合
の
次
善
の
策
と
し
て
、
人
権
的
価
値
を
他
の
利
益
よ
り
も
重
視
し
な
け
れ
ば
、
政
策
的
判
断
、
科
学
技
術
的
判
断
、

実
情
通
暁
者
の
判
断
の
合
理
性
を
担
保
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
具
体
的
事
情
が
あ
る
と
主
張
す
る
戦
略
（
い
わ
ば
内
側
戦
略
）
の
双
方

を
追
求
す
べ
き
で
あ
る
。
内
側
戦
略
も
ま
た
、
重
要
な
憲
法
論
で
あ
る
。

直
接
適
用
規
範
ー
憲
法
の
第
三
の
頻

政
府
の
行
為
の
う
ち
に
は
、
法
令
（
行
政
法
）
に
よ
る
規
律
が
ま
っ
た
く
な
い
も
の
や
、
部
分
的
に
し
か
な
い
も
の
が
あ
る
。
そ
し

て
法
令
が
規
律
し
な
い
と
こ
ろ
を
、
憲
法
が
直
接
に
規
律
す
る
こ
と
が
あ
る
。
こ
れ
が
憲
法
の
第
三
の
顔
で
あ
り
、
行
政
法
と
水
平
的

に
役
割
分
担
す
る
憲
法
で
あ
る
。
た
と
え
ば
公
金
支
出
を
、
会
計
法
令
と
、
そ
れ
が
規
律
し
な
い
側
面
を
憲
法
八
九
条
が
、
そ
れ
ぞ
れ

規
律
す
る
と
い
う
役
割
分
担
で
あ
る
。
こ
れ
が
直
接
適
用
規
範
と
し
て
の
憲
法
で
あ
り
、
政
府
行
為
が
憲
法
違
反
か
ど
う
か
は
、
憲
法

解
釈
を
出
発
点
と
す
る
法
的
判
断
で
結
論
が
つ
く
。

会
計
行
為
、
職
務
命
令
の
ほ
か
、
行
政
指
導
、
公
表
、
契
約
な
ど
の
政
府
行
為
に
、
憲
法
の
第
一
―
一
の
顔
が
現
れ
る
。
名
取
川
事
件

（
最
大
判
昭
和
四
三
年
―
一
月
二
七
日
刑
集
二
二
巻
―
二
号
一
四
0
二
頁
）
が
傍
論
な
が
ら
、
「
直
接
憲
法
二
九
条
三
項
を
根
拠
と
し
て
」
損

失
補
償
請
求
権
が
成
立
す
る
と
い
う
と
こ
ろ
も
、
憲
法
の
直
接
適
用
の
場
面
と
し
て
挙
げ
ら
れ
る
だ
ろ
う
。

憲
法
学
で
い
う
「
処
分
違
憲
」
は
、
第
三
の
憲
法
の
顔
を
指
す
用
語
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
た
と
え
ば
、
「
処
分
あ
る
い
は
決
定
を

直
接
憲
法
に
照
ら
し
て
審
査
す
る
必
要
が
生
じ
る
の
は
、
根
拠
法
律
が
不
在
の
場
合
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
根
拠
法
律
な
し
の
処
分
あ
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五
憲
法
に
お
け
る
解
釈
と
裁
量

る
い
は
決
定
が
例
外
的
に
許
さ
れ
る
場
合
に
、
憲
法
に
よ
る
審
査
を
す
る
こ
と
に
な
る
」
（
高
橋
和
之
）
と
説
明
さ
れ
て
い
る
。

た
だ
、
憲
法
が
直
接
適
用
さ
れ
る
対
象
を
言
い
表
す
の
に
、
行
政
処
分
を
最
初
に
想
起
さ
せ
る
「
処
分
」
と
い
う
語
を
用
い
る
の
は
、

や
は
り
非
常
に
紛
ら
わ
し
い
と
感
じ
る
。
行
政
処
分
や
委
任
立
法
の
場
合
、
憲
法
は
、
第
一
の
顔
（
上
位
規
範
）
か
第
二
の
顔
（
普
遍

的
価
値
文
書
）
を
見
せ
る
の
が
原
則
だ
か
ら
で
あ
る
。
法
令
が
な
け
れ
ば
（
法
令
あ
り
と
解
釈
で
き
な
け
れ
ば
）
、
行
政
処
分
や
委
任
立
法

の
権
限
は
存
在
せ
ず
、
ま
た
、
法
令
が
そ
れ
ぞ
れ
の
実
体
面
を
欄
密
に
規
律
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
こ
と
が
憲
法
上
要
請
さ
れ
て
い
る

の
で
あ
る
。経

済
的
・
社
会
的
規
制
立
法
の
場
合

再
び
、
憲
法
の
第
一
の
顔
に
戻
り
、
上
位
法
適
合
解
釈
の
〔
ア
〕
憲
法
適
合
性
の
審
査
（
違
憲
審
査
）
に
お
い
て
、
憲
法
が
ど
う
解

釈
さ
れ
、
ま
た
裁
量
（
立
法
裁
量
）
が
ど
の
よ
う
に
析
出
さ
れ
る
か
と
い
う
問
題
を
取
り
あ
げ
る
。
本
報
告
三
で
述
べ
た
行
政
法
に
お

け
る
解
釈
と
裁
量
を
ト
レ
ー
ス
し
な
が
ら
、
ど
こ
ま
で
パ
ラ
レ
ル
な
世
界
を
描
け
る
か
を
検
討
す
る
。

い
わ
ゆ
る
目
的
手
段
審
査
は
、
代
表
的
な
違
憲
審
在
の
方
法
で
あ
る
。
本
報
岩
で
は
二
つ
の
場
面
に
絞
っ
て
取
り
あ
げ
た
い
。
（
政

策
型
立
法
の
う
ち
、
経
済
的
規
制
や
社
会
的
規
制
が
自
由
権
規
定
に
違
反
し
な
い
か
を
違
憲
審
査
す
る
場
面
、
田
政
策
型
立
法
の
う
ち
、

統
治
機
構
や
社
会
権
な
ど
、
憲
法
が
一
定
の
政
策
実
現
を
法
律
に
委
任
し
た
も
の
を
違
憲
審
査
す
る
場
面
で
あ
る
。

目
的
手
段
審
査
が
（
の
場
面
で
使
わ
れ
る
と
き
の
推
論
を
、
憲
法
解
釈
と
い
う
観
点
か
ら
図
式
化
を
試
み
る
と
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

憲
法
の
自
由
権
規
定
は
「
…
…
を
保
障
す
る
」
「
…
…
の
自
由
を
侵
さ
れ
な
い
」
と
い
う
よ
う
に
、
権
利
の
侵
害
禁
止
と
い
う
体
裁

を
と
る
。
そ
れ
ゆ
え
そ
の
憲
法
解
釈
は
、
各
自
由
権
規
定
が
許
容
す
る
制
約
の
あ
り
よ
う
（
制
約
の
目
的
・
効
果
・
深
度
）
を
、
そ
の
定
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第
三
の
テ
ス
ト
（
制
約
深
度
に
着
目
す
る
手
段
審
査
）
は
、
憲
法
が
許
容
す
る
制
約
深
度
の
範
囲
内
に
、
原
告
が
争
う
法
文
の
制
約
深

度
と
さ
れ
た
も
の
が
収
ま
っ
て
い
る
か
を
確
認
す
る
。
憲
法
解
釈
と
し
て
、
検
閲
の
よ
う
に
絶
対
に
禁
止
さ
れ
る
制
約
深
度
も
あ
れ
ば

（
消
極
例
を
示
す
憲
法
解
釈
）
、
目
的
の
重
要
度
（
第
一
テ
ス
ト
）
や
目
的
の
達
成
度
（
第
ニ
テ
ス
ト
）
に
鑑
み
て
相
当
な
自
由
権
の
制
約

の
度
合
い
に
限
る
と
い
う
考
え
方
を
示
す
こ
と
（
判
定
方
法
を
示
す
憲
法
解
釈
）
も
あ
る
。

以
上
の
目
的
手
段
審
査
に
つ
い
て
、
裁
判
所
が
粒
度
の
高
い
憲
法
解
釈
の
宜
言
を
避
け
る
日
本
の
現
状
の
も
と
で
は
、
憲
法
研
究
者

が
、
個
々
の
判
決
か
ら
よ
り
粒
度
の
高
い
定
義
を
探
り
、
判
定
方
法
で
使
わ
れ
る
考
慮
義
務
要
素
を
析
出
し
、
典
型
例
を
リ
ス
ト
化
す

は
、
あ
ま
り
な
さ
そ
う
で
あ
る
。

第
二
の
テ
ス
ト
（
制
約
効
果
に
着
H
す
る
手
段
審
査
）
は
、
憲
法
が
求
め
る
制
約
効
果
ー
手
段
と
目
的
の
間
に
直
結
性
が
必
要
と
い

う
な
ら
ば
、
憲
法
解
釈
と
し
て
制
約
効
果
の
定
義
を
示
し
た
こ
と
に
な
る
ー
を
、
原
告
が
争
う
法
文
の
制
約
効
果
と
さ
れ
た
も
の
が

満
た
す
か
ど
う
か
で
あ
る
。
た
だ
、
審
査
対
象
は
目
的
・
手
段
の
構
造
を
も
つ
政
策
規
範
で
あ
る
か
ら
、
こ
の
点
が
否
定
さ
れ
る
こ
と

法
解
釈
と
し
て
宜
言
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
。

義
・
判
定
方
法
・
典
型
例
の
い
ず
れ
か
に
よ
っ
て
示
す
こ
と
で
あ
る
。
憲
法
解
釈
の
方
法
は
、
文
理
解
釈
、
趣
旨
目
的
解
釈
（
適
正
手

続
や
パ
ブ
リ
ッ
ク
フ
ォ
ー
ラ
ム
論
等
の
法
理
解
釈
、
社
会
通
念
解
釈
な
ど
）
、
憲
法
制
定
過
程
史
解
釈
の
三
つ
で
あ
ろ
う
。

そ
し
て
、
原
告
が
争
う
法
文
（
た
と
え
ば
薬
局
許
可
要
件
と
し
て
の
距
離
制
限
規
定
）
を
、
自
由
制
約
の
目
的
・
効
果
・
深
度
と
い
う

、
、
、
、

観
点
か
ら
捉
え
直
し
を
行
い
ー
そ
の
際
に
、
法
文
の
文
理
・
趣
旨

H
的
・
立
法
過
程
史
を
用
い
る
|
ー
,
、
そ
れ
が
、
憲
法
が
想
定
す

る
自
由
権
制
約
の
目
的
・
効
果
・
深
度
の
な
か
に
収
ま
る
か
を
判
定
す
る
の
が
、
（
の
場
面
で
の
目
的
手
段
審
査
で
あ
る
。
次
の
三
つ

の
テ
ス
ト
に
分
か
れ
る
。

第
一
の
テ
ス
ト
（
目
的
審
査
）
は
、
憲
法
が
許
容
す
る
制
約

H
的
の
う
ち
に
、
原
告
が
争
う
法
文
の
制
約
目
的
と
さ
れ
た
も
の
が
収

ま
っ
て
い
る
か
を
確
認
す
る
。
裁
判
例
が
こ
れ
を
簡
単
に
認
め
る
と
き
は
、
憲
法
が
許
容
す
る
制
約
目
的
の
典
型
例
（
積
極
例
）
を
憲
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る
な
ど
し
て
、
憲
法
解
釈
の

res
ta
te
m
e
n
t
を
示
す
べ
き
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
こ
の

res
ta
te
m
e
n
t
を
も
と
に
し
て
は
じ
め
て
、

緩
や
か
な
違
憲
審
査
基
準
、
厳
格
な
違
憲
審
査
基
準
と
は
ど
の
よ
う
な
も
の
か
が
浮
か
び
上
が
っ
て
く
る
の
で
あ
っ
て
、
判
例
分
析
よ

り
も
先
に
、
違
憲
審
査
基
準
の
類
型
な
る
も
の
が
ア
プ
リ
オ
リ
に
あ
る
わ
け
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
。

こ
う
し
た

H
的
手
段
審
査
に
お
い
て
、
裁
判
例
は
し
ば
し
ば
、
「
立
法
府
の
裁
量
」
に
言
及
す
る
。
し
か
し
（
の
場
面
に
お
い
て
は
、

行
政
裁
量
と
同
じ
意
味
で
の
裁
量
|
|
'
自
由
権
の
保
障
の
あ
り
方
を
憲
法
が
立
法
府
の
非
法
的
な
判
断
に
委
ね
る
と
い
う
意
味
で
の
裁

量
ー
は
な
い
は
ず
で
あ
る
。
自
由
権
の
場
合
、
「
立
法
府
に
憲
法
の
保
障
す
る
人
権
を
『
制
限
』
す
る
『
裁
量
』
な
ど
認
め
ら
れ
る

は
ず
が
な
い
」
（
高
橋
和
之
）
の
で
あ
る
。

統
治
機
構
の
構
築
・
社
会
国
家
の
形
成
の
立
法
の
場
合

違
憲
審
査
の
由
は
、
憲
法
が
法
律
に
、
統
治
機
構
の
構
築
（
選
挙
制
度
・
国
民
審
査
制
度
・
行
政
組
織
・
公
務
員
制
度
・
国
地
方
関
係
な

ど
）
、
社
会
国
家
の
形
成
（
労
働
法
制
、
社
会
保
障
法
制
な
ど
）
を
求
め
る
場
面
で
あ
る
。
い
と
全
く
異
な
り
、
憲
法
が
法
律
に
対
し
て
、

行
政
裁
量
と
同
じ
意
味
で
の
立
法
裁
量
を
認
め
る
場
面
で
あ
る
。
こ
の
立
法
裁
量
の
行
使
に
対
し
て
裁
判
所
は
、
行
政
裁
量
と
同
様
に
、

そ
の
外
側
に
法
解
釈
（
憲
法
解
釈
）
審
査
を
し
、
内
側
に
は
合
理
性
審
査
を
行
う
。

た
と
え
ば
、
選
挙
制
度
を
ど
の
よ
う
に
作
る
か
は
、
憲
法
四
七
条
が
国
会
に
与
え
た
タ
ス
ク
で
あ
る
。
選
挙
制
度
と
し
て
憲
法
上
あ

り
え
な
い
消
極
例
と
憲
法
上
理
想
的
な
積
極
例
と
い
う
外
枠
（
立
法
裁
量
の
外
側
）
の
な
か
で
、
国
会
は
、
様
々
な
考
慮
可
能
要
素
に

適
切
な
重
み
付
け
を
与
え
て
、
実
際
の
選
挙
制
度
を
作
る
（
立
法
裁
量
の
内
側
）
。
投
漂
価
値
に
関
す
る
最
大
判
昭
和
五
一
年
四
月
一
四

日
民
集
三

0
巻
―
―
一
号
二
二
三
頁
以
降
の
判
例
が
い
う
「
国
会
に
お
い
て
通
常
考
慮
し
う
る
諸
般
の
要
素
を
し
ん
し
ゃ
く
し
て
も
な
お
、

一
般
的
に
合
理
性
を
有
す
る
も
の
と
は
と
う
て
い
考
え
ら
れ
な
い
程
度
に
達
し
て
い
る
」
か
と
、
「
合
理
的
期
間
」
を
経
過
し
た
か
が
、

立
法
裁
景
そ
の
も
の
の
合
理
性
審
在
で
あ
る
。
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し
て
い
る
。

一
項
に
違
反
す
る
と
し
た
。

公
務
員
制
度
の
構
槃
も
、
憲
法
一
五
条
が
法
律
に
与
え
た
タ
ス
ク
で
あ
る
。
猿
払
事
件
（
最
大
判
昭
和
四
九
年
―
一
月
六
日
刑
集
一
一
八

巻
九
号
三
九
三
頁
）
、
堀
越
事
件
（
最
判
平
成
一
一
四
年
―
二
月
七
日
刑
集
六
六
巻
―
―
一
号
一
三
三
七
頁
）
、
世
田
谷
事
件
（
最
判
平
成
二
四
年

―
二
月
七
日
刑
集
六
六
巻
―
二
号
一
七
ニ
ニ
頁
）
は
、

い
ず
れ
も
公
務
員
制
度
の
構
架
の
立
法
裁
量
が
問
題
と
な
っ
た
事
例
で
あ
る
。
た

だ
、
公
務
員
の
政
治
的
表
現
の
自
由
を
侵
害
し
て
は
な
ら
な
い
と
い
う
立
法
裁
量
の
外
側
だ
け
が
争
点
と
な
り
、
立
法
裁
量
の
内
側
は

国
民
概
念
の
形
成
も
、
憲
法
一

0
条
が
法
律
に
委
任
し
た
タ
ス
ク
で
あ
る
。
国
籍
法
違
憲
訴
訟
（
最
大
判
平
成
―

1
0
年
六
月
四
日
民
集

六
二
巻
六
号
一
三
六
七
頁
）
は
、
目
的
手
段
審
査
と
い
う
言
葉
を
用
い
て
い
る
が
、
立
法
裁
量
の
内
側
の
合
理
性
審
査
を
行
っ
て
い
る
。

生
後
認
知
（
国
籍
法
一
一
一
条
）
に
嫡
出
性
（
準
正
）
ま
で
は
求
め
な
い
と
い
う
選
択
肢
が
、
現
在
で
は
す
で
に
有
力
な
代
替
案
と
な
っ
て

い
る
こ
と
、
そ
の
有
力
な
代
替
案
が
立
法
過
程
で
無
視
さ
れ
た
こ
と
を
も
っ
て
、
合
理
的
な
立
法
裁
量
行
使
で
は
な
く
、
憲
法
一
四
条

憲
法
二
五
条
は
社
会
国
家
の
形
成
と
い
う
タ
ス
ク
を
国
に
与
え
て
い
る
。
堀
木
訴
訟
（
最
大
判
昭
和
五
七
年
七
月
七
日
民
集
三
六
巻
七

号
一
―
一
三
五
頁
）
が
、
国
の
財
政
事
情
や
「
専
門
技
術
的
な
考
察
と
そ
れ
に
基
づ
い
た
政
策
的
判
断
を
必
要
と
す
る
」
と
し
て
「
立
法

府
の
広
い
裁
量
に
ゆ
だ
ね
ら
れ
て
い
る
」
と
い
う
の
は
、
行
政
裁
量
の
認
め
方
と
似
て
い
る
。
朝
日
訴
訟
（
最
大
判
昭
和
四
二
年
五
月

ニ
四
日
民
集
ニ
―
巻
五
号
一

0
四
三
頁
）

の
奥
野
健
一
補
足
意
見
が
、
「
憲
法
は
、
右
の
権
利
を
、
時
の
政
府
の
施
政
方
針
に
よ
っ
て
左

右
さ
れ
る
こ
と
の
な
い
客
観
的
な
最
低
限
度
の
生
活
水
準
な
る
も
の
を
想
定
し
て
、
国
に
前
記
責
務
を
賦
課
し
た
」
と
判
示
す
る
の
は
、

立
法
裁
量
の
外
側
に
つ
い
て
、
憲
法
解
釈
上
一
義
的
に
要
求
さ
れ
る
最
低
限
度
の
生
活
水
準
と
い
う
典
型
例
（
積
極
例
）
の
存
在
を
示

争
点
と
な
ら
な
か
っ
た
。
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※
 四

巻
一
一
号
（
二

0
二
四
年
）
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

行
政
法
（
解
釈
と
裁
量
）
と
憲
法
（
解
釈
と
裁
量
）
そ
れ
ぞ
れ
の
構
造
、
そ
し
て
両
者
の
相
互
関
係
は
、
以
上
の
よ
う
な
全
体
構
図
で

あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
上
位
法
適
合
解
釈
の
視
点
を
も
つ
こ
と
で
、
憲
法
学
と
行
政
法
学
が
お
互
い
に
気
付
か
な
か
っ
た
共
通
の
問
題

を
発
見
で
き
た
よ
う
に
思
う
。
ま
た
、
行
政
裁
量
（
外
側
と
内
側
）
と
同
義
の
立
法
裁
量
は
、
限
ら
れ
た
範
囲
で
見
出
さ
れ
る
こ
と
が

わ
か
っ
た
。
今
後
の
課
題
と
し
て
、
行
政
法
学
に
お
い
て
も
憲
法
学
に
お
い
て
も
、
解
釈
と
裁
量
を
明
瞭
に
区
別
し
て
論
じ
る
こ
と
が

私
は
、
さ
ら
に
そ
の
先
に
、
法
解
釈
（
憲
法
解
釈
・
法
令
解
釈
）

の
重
要
な
課
題
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。
裁
判
外
で
1

裁
判
の

ょ
成
績
ク
を
つ
け
る
た
め
で
は
な
く
、
未
来
の
た
め
に
ー
、
「
良
い
解
釈
」
か
「
悪
い
解
釈
」
か
を
ア
カ
デ
ミ
ズ
ム
と
し
て
議
論
す
る

方
法
論
を
生
み
出
す
こ
と
で
あ
る
。
し
か
し
学
会
テ
ー
マ
を
越
え
る
の
で
、
こ
こ
で
報
告
を
終
え
る
。

本
稿
は
、
学
会
当
日
の
読
上
げ
原
稿
を
整
理
し
圧
縮
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
当
日
の
説
明
よ
り
も
詳
し
く
し
た
箇
所
が
あ
る
（
三
2

(

2

)

「
行
政
裁
量
の
析
出
方
法
」
）
。
ま
た
、
翌
日
の
市
川
正
人
会
員
と
の
や
り
と
り
で
頂
い
た
ヒ
ン
ト
を
踏
ま
え
、
猿
払
事
件
第
一
審
判
決

の
再
考
を
加
筆
し
た
（
四
ー
②
「
法
令
違
憲
・
適
用
違
憲
」
の
最
終
パ
ラ
グ
ラ
フ
）
。
本
報
告
の
フ
ル
バ
ー
ジ
ョ
ン
は
、
神
戸
法
学
雑
誌
七

有
益
で
は
な
い
か
と
の
提
案
も
行
っ
た
。

六

お

わ

り

に


